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　医療情報部は、平成15年1月から総合医療情報システム（電子カルテ・オーダリングシステムを含む）を
稼働し、平成22年7月にはPACS（医用画像システム）を導入して、総合的な維持管理、及び開発を担当し
ている部門です。全ての診療情報を一元管理することにより、「診療の効率化」、「医療の質の向上」、
「患者サービスの向上」、「積極的な情報提供」を目指しています。
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生体機能研究部門
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昭和58年 名古屋大学農学部卒業
平成 3 年 名古屋大学大学院医学研究科修了
教育専門分野
１）生化学（分子生物学）
研究分野　
１）分子神経生物学
趣味：東北の秘湯巡り
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　生体機能研究部門では、遺伝子改変動物の技術を用いて、高次脳機能を制御する神経機構の解明と神経難
病に対する疾患モデルの開発に取り組んでいます。特にパーキンソン病や統合失調症などの高次脳機能障害
と深く関係する大脳基底核や前頭前野皮質の機能に着目し、分子・細胞のレベルから行動・システムのレベ
ルまで広がる多角的な研究を行っています。また、遺伝子改変技術を応用し、臨床医学系講座との共同研究
を積極的に推進しています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
 1 ．学習と行動制御を媒介する神経回路機構の解析
 2 ．ドーパミン伝達を調節する分子・細胞機構の解析
 3 ．神経疾患モデル動物の開発
 4 ．脳内遺伝子導入のための新しい技術の開発

研修医、臨床医入学時の研究分野
 1 ．学習と行動制御の基盤となる神経回路の解析　　　
 2 ．高次脳機能の基礎となる大脳皮質一基底核回路の解析
 3 ．疾患モデル動物を用いた病態解析
 4 ．疾患モデルによる薬剤作用の行動生理学的評価

講座・部門からのメッセージ
　本部門ではパーキンソン病や統合失調症など高次
脳機能障害の病態の基礎となる脳機能の仕組みにつ
いて研究を行っています。これらの研究のために、
動物モデルを用いた研究は大変有益です。遺伝子操
作を行ったマウスを中心に、トランスジェニックラ
ットや組換えウイルスベクターを用いた研究を進め
ています。臨床医学講座と共同研究を行っておりま
すので、大学院研究のサポートや提言をいたします。

講座・部門からのメッセージ

講座・部門からのメッセージ
　医療情報部のミッションは、医療情報を適切に管
理・保管することに加え、情報システムによる業務
改善やデータの利活用を推進し、病院経営に提言を
行っていくことが求められます。
　医療情報部は、病院で働く全ての職員が安心・安
全・効率的な医療提供が実現できるよう情報システ
ムの側面から支援を行っています。

講座・部門からのメッセージ

URL http://www.fmu.ac.jp/home/molgenet/
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